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論文内容の要旨
序論
1 .ブルーストにおける“passante" の主題
本論ではマルセル・プルースト(1871-1922) の『失われた時を求めてj] (1913-1927) において、
作品全体を通じて“passante" (通りすがりの女)の主題が描かれており、主人公の関心を強く惹く
存在として提示されている点に着目する。先行研究では、主として恋愛感情や性的欲望といった主題
との関連で“passante" の機能が分析されているため、瞬間的に通り過ぎる存在が神秘的な美しさを
形成し、主人公に人生の喜びを実感させる、といった“passante" の主題の独自性が十分に考察され
ているとは言い難い。本論では“passante" との出逢いが主人公に垣間見せる美と、それが引き起こ
す快楽の意義を明らかにし、『失われた時を求めて』において“passante" の主題がし、かなる機能を
担っているかを明らかにすることを目的として考察を行う。
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2 先行研究
“passante" の先行研究は「未知」という点に着目した分析が主である。その代表者であるピエー
ル・ V ・ズィマは、瞬間的に通り過ぎる女性たちはその社会的な生活を把握させる間もないままに逃
げ去ってしまうゆえに、決してうかがし、知ることのできない「未知」の世界が主人公の欲望の対象と
なることを指摘トしている。
そこで本論では、これまでさほど重要視されてこなかった、瞬間的な出逢いによって見出される
“passante" の外見的な美しさに着目する。プルーストにおいては各人に固有の感覚や印象といった
極めて主観的な要素こそが主人公の快楽を生むものとなっており、最終的には芸術作品を生む素材と
しても位置づけられている。これを考慮すると、“passante" の美しさは、現実を前に色槌せていく
ものでありながらも、主人公の主観的な視覚像が独特な美を作り出すという点で、プルーストの芸術
観とも呼応するものであるとも捉えられるのである。そこで、“passante" の美しさを視覚との関係
に着目して捉え直し、この主題を『失われた時を求めて』の芸術観との関連性において解き明かすこ
とが求められる。
その際に、プルーストが“passante" の主題を構築する上で影響を受けたシヤルル・ボードレール
とジエラール・ド・ネルヴァルとの関連性を無視することはできない。これについて青柳りさ氏は、
ボードレールの詩(( A une passante 抄(通りすがりの女へ)に見られる「凋落j と「永遠」のテーマ
がプルーストの“passante" の挿話に明確に反映していることを明らかにした。本論では、青柳氏が
着目する「凋落J I永遠」という要素が、ボードレールの美学論で、ある「現代生活の画家」に通じるも
のであることに着目し、プルーストの“passante" の主題の背後にはボードレールの美学が密接に関
わっているという認識のもと、詩集や批評を含むボードレール作品をブルーストがし、かに理解してい
るかという点を考察する。
ネルヴアルに関しては、クーニユン・ホンが『失われた時を求めて』の“passante" の挿話の構想、
段階・決定稿において、ネルヴァルの影響が見られることを明らかにしている。本論はその指摘を踏
まえ、ネルヴァルの諸作品における女性登場人物の描写とプルーストの“passante" の共通点を探り、
その影響のあり方を探っていく。
3. 本論の目的と研究方法
本論では、“passante" を「未知」の存在として捉えるのではなく、その一瞬の出現に着目し、そ
の上で時間的・空間的に限定された状況下で目にすることの意義を探っていく。まず第一部では、
“passante" の美学が構築されるきっかけとなったボードレールとネルヴァルの作品の特性と、ブル
ーストの理解のあり方を探る。第一段階として、フリルーストの手による評論や、書簡、小説内での言
及をつぶさに読み解きながら、ボードレールとネルヴァルの作品を幅広く分析し、プルーストによる
両文学者の理解の形を“passante" の主題との関連において明らかにする。またボードレールとネル
ヴァルの“passante" の主題は、それぞれにロマン主義的美学を背景として構築されているため、プ
ノレーストの“passante" にもそのロマン主義的美学が反映していると考えられる。従って第一部は、
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“ passante" の比較分析を出発点として、ブルーストの芸術観におけるロマン主義的美学の影響を明
らかにする考察へと進展する。
また、“passante" は視覚の作用と関わる主題であるため、本論では“passante" の主題を中心と
して、作中における視覚の働きを詳細に分析し、瞬間的に通り過ぎる対象を見ることの意義を明らか
にする。“passante" を見るという主題そのものはボードレールとネルヴァルの影響下にあるもので
あるが、プノレーストによる感覚の精微で膨大な描写は両文学者とは明らかに一線を画するものであり、
この点にプルーストとロマン主義の差異を指摘することができる。従って第二部では、ブルーストに
よる感覚への関心に目を向け、その芸術観の特性を明らかにしつつ、ボードレールとネルヴァルから
影響を受けたロマン主義的美学の展開の仕方について探っていく。
以上の作業を通じ、芸術創造を最終的な到達点、とする『夫われた時を求めて』の作品内で、
“passante" の主題が担う役割を明らかにすると同時に、プルースト作品におけるロマン主義的美学
の位置づけを浮き彫りにすることが本論の到達点となる。
第一部
ブルーストの“passante" におけるロマン主義的美学
一一ボードレールとネルヴァルの影響を中心として一一
第一章 ブルーストの“passante" におけるボードレール的美学一一「死」と「永遠」の主題を中心
として一一
ボードレールの((A une passante ))においては、“passante" の出現を前にした話者の衝撃が、「畦る」
(renaître) 、「気の触れた J (extravagant) といった語によって示されている。これについてプルー
ストの“passante" にも「生きたいという欲望J (d白ir de vivre) などの語が使用されていることか
ら、両作品の対応関係が読み取れる。そこでプルーストのボードレール理解を探るため、評論『サン
ト=ブーヴに反して』の記述を分析すると、プルーストがボードレール作品に反映する現実と「永遠J
の対比を重視している。ボードレールにおいては、苦痛を生む現実とは対眼的なものとして、死後の
「永遠」が位置づけられているのであり、このような「死」や「永遠」への憧れがαAune passante 妙
にも共通して読み取れる。
これに加えて、晩年のプルーストの手によるボードレール論(~タンドル・ストック』序文)に着目
すると、やはり苦痛を生む現実と、その対極にある「永遠」の世界が対比されている。この分析を踏
まえると、(( A une passante 沖における“passante" との出逢いは、苦痛に苛まれる現世において希
求される「永遠」を一瞬だけ目にする特権的瞬間であり、話者のそれまでの世界観を払拭する様子を
示す語が“extravagant" 、“renaître" であると見なすことができる。
また、プルースト最晩年の評論である「ボードレールについて」ではボードレールのレミニッサン
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ス(無意志的想起)の主題が考察されている。プルーストは、感覚の作用を通じて現在とはまったく
別の時空間を眼前に呼び覚ますボードレールのレミニッサンス体験について、現実の苦痛から解き放
たれて時間の制約から逃れるという点で、「永遠」と共通の特質を持っと理解しているのである。さら
に、『失われた時を求めて』のレミニッサンスの主題の記述に、“éternité" と“fugitive" という αAune
passante ゆと共通の語葉を発見できることから、ブルーストの芸術観には苦痛に溢れる現実の刷新と
「永遠」の希求という、“ A une passante ))と同様の美学が反映していることが読み取れる。プルー
ストの“passante" は、苦痛に溢れる現実を刷新するほどの喜びを感じさせるものであり、<< A une 
passante ))の美学を反映した主題として理解できるのである。
第二章 『失われた時を求めて』の芸術観とロマン主義的美学一一一「逃げ去るもの」のダイナミズム
との関連を中心に一一
本章で、は<< A une passante ))における身振りへの言及が、ボードレールの美学論で、ある「現代生活
の画家」に通じるものであることに着目する。同評論内では、“fugitif" (逃げ去るもの)と“éternel"
(永遠のもの)が芸術の本質として位置づけられており、身振りは“fugitif" の一例とされている。
プルーストの“passante" の挿話においても、<< A une passante 怜と同様に身振りへの着目が見られ
ることから、常に躍動の中にあるという、身体のダイナミズムこそが“passante" の美しさの基盤と
なっているのではなし、かという作業仮説が導き出される。
これについて、ボードレールは 11846 年のサロン」においてロマン主義絵画の瞬間的な変化を重視
している。先行研究において、ダイナミズムへの関心はロマン主義者に広く見られる特性であること
が明らかであることを考慮しでも、<< A une passante ))に見られる身振りや表情などのダイナミズム
への関心は、ロマン主義的美学の反映であると考えられる。加えて<<A une passante 妙に見られる「死」
の志向は、人間的環境の彼岸(永遠)に関心を寄せるロマン主義的な態度と共通のものであり、この
詩がロマン主義的美学に裏打ちされた作品であることが理解できる。
一方のブルースト作品についても、“passante" と「印象」の主題には、ダイナミズムを目にする
ことへの関心を読み取ることができる。「印象」はプルーストの芸術観の根幹をなすものであり、先入
観を持たず事物と接することによって自然が日常理解される概念や枠組みを超越しているかのように
見える稀な現象を意味する。そのためには、運動状態にある対象を視覚で捉えることが必要となり、
作中ではこれによって見出された瞬間的で独特な光景が、主人公に日常的な時間の制約から解き放た
れたかのような快楽を与えることになるのである。そして描写上の類似点を手がかりに比較すると、
プルーストの“passante" の主題にも「印象」と共通のメカニズムを指摘することが可能となる。こ
のことから、一瞬の動的光景を捉え、時間の制約から解き放たれるという点で、ブルーストの「印象」
と“passante" の主題が <<Aune passante 抄の挿話に反映するロマン主義的美学に通じるものである
ことが明らかになるのである。
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第三章 ブルーストの“passante" における想像力の布置一一ネルヴァル作品に反映するロマン主義
的美学との関連において一一司
『失われた時を求めて』の生成過程に着目すると、“passante" の挿話がごく初期段階からネルヴ
アルの『シルヴ、ィ』における女性登場人物を意識して創作されていることが理解できる。『シルヴィ』
の三人のヒロイン(シルヴィ、アドリエンヌ、オーレリー)の描写を比較すると、はっきりとしない
容姿、接近不可能性、神話的な比輸の使用という共通点が見て取れる。この作品のヒロインたちは、
薄暗い中ではっきりとしない容姿のまま登場するため、主人公は相手を視覚によって捉えつつも、異
世界の女神のイメージを想像して重ね合わせているのである。このような特性を踏まえ、プルースト
の“passante" の記述を比較検討すると、はっきりしない容姿、接近不可能性、神話的な比輸の使用
という類似点が見て取れる。両作品とも、主人公は視覚が妨げられる状況に身をおいて想像力を展開
させ、現実の女性の上に神話的な光景を重ねるのであり、目に見えぬものの純粋な想像ではなく、つ
ねに現実の中での視覚像に基づいた想像がなされることが指摘できる。
ブルーストはネルヴァルの「夢」、「半覚醒j という主題を重視していたが、「夢」はロマン主義文学
者たちが強く関心を寄せるものであり、接近不可能な未知のものを思い描く手段として提示される。
このように「夢j を作品の主要テーマとし、接近不可能な遠方や異世界のイメージを喚起するものと
して描いた点が、ネルヴァルのロマン主義的美学の一端であると言えるだろう。そしてネルヴァルの
後期作品である『オーレリア』において、主人公が「夢」と現実のはざまである「半覚醒」の状態で
目にする事物が「永遠J I不死」と語られる。このように、現実の中に身を置きながら「永遠j を感じ
させる光景を見出す、という点に、プルーストの「印象」やレミニッサンスの理論との共通点を指摘
することができる。以上を踏まえ、ブルーストの“passante" は視覚像に神話的イメージが重ねられ
ることで、現実の中に永遠性を感じさせるものであるという点で、ネルヴァルの美学が明確に反映し
た主題であることを明らかにする。
第二部
“passante" の主題に見るロマン主義的美学の展開とブルース卜の芸術観
一一一感覚の主題との関連性を中心に一一
第四章 “ passante" の主題に反映する快楽と失望の意義一一ブルーストの芸術観における反知性主
義的態度との関連性を中心 lこ一一
『失われた時を求めて』の“passante" の主題はロマン主義的美学を内包し、奇跡的な美を伴うも
のであると同時に、幻想がすぐに消えてしまうゆえに主人公を失望へと至らしめる主題である。
“passante" は快楽と失望という相異なる特質を併せ持つことで、作中でいかなる役割を果たしてい
るのだろうか。
先行研究が示すとおり、“passante" は「未知j の存在であり、作中において主人公は女性の秘せ
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られた部分を知ることを強く望む。これは、相手の表面的な部分を知性によって把握することを目指
すものであり、ブルーストが批判したサント=ブーヴの伝記的アプローチに繋がる態度である。恋愛
における快楽は、「眠る女を見つめる」の断章に見られるように、自己の内奥に目を向け、想像力や感
覚を重視する反知性主義的態度によって得ることができる。“passante" の美しさもまた、反知性主
義的態度によって見出すことができるゆえ、知性によってその全貌を捉えようとする姿勢は失望を生
むだけなのである。
作品中盤において、“passante" の主題は芸術のテーマと密接に関係する。「ユディメニルの三本の
木」において主人公は正体不明の快感に囚われるが、対象である木々の側に快楽の原因があると感じ
ることにより、その探求が失敗に終わる。これは、自己の内奥に目を向けず、知性によって原因を探
ろうとしたことによる失敗であり、“passante" の主題における失望と同種のものとして理解するこ
とができるだろう。“passante" は反知性主義的態度の重要性を示し、自己の内奥に目を向けること
の意義を暗示する一方で、女性という対象そのものへの興味を喚起する主題である。女性への関心か
ら、主人公は知性によって相手を把握しようとする失敗を繰り返し、しかる後に自己の内奥に目を向
けることの必要性を理解する。すなわち“passante" は最終的に到達する美学を示しつつも、主人公
を真実から遠ざけ続けるという、芸術習得の物語を展開させる役割を担っていると言えるだろう。
ここで『見出された時』で展開される芸術論に目を向けると、ブルーストにおいてはレミニッサン
スや「印象J の体験を通じて自己の内奥を探り、永遠性を見出すことが重要とされている。ボードレ
ールとネルヴアノレにおける永遠性とは、人間的環境の彼岸に存在するものであり、到達不可能な憧れ
の対象でしかなかった。プルーストの独自性は、ロマン主義者たちの憧れの対象であった永遠性を、
ボードレールとネルヴァルのレミニッサンスの主題のうちに読み取り、自己の内奥に存在するものと
して提示した点にあると言える。ブルーストの“passante" は、ボードレールとネルヴアルの影響を
反映し、ロマン主義的美学に深く裏打ちされた美を伴いながらも、主人公が自己の奥底へと関心を向
けることを妨げる役割を担っており、真に重要なものが見る側の内面に潜んでいるというプルースト
の独自の美学をもっとも明確に示す主題なのである。
第五章 “ passante" の認識における感覚と記憶の作用一一一音楽作品の描写との関連において一一
ネルヴァルの詩作品αUne all馥 du Luxembourg 抄(リュクサンブールの小径)では、“passante"
が音楽とともに描写される様子が、時間の経過の象徴として機能している。これに関して、『失われた
時を求めて』において“passante" が音楽作品の比輸として使用されるケースが見られ、作中の時間
の特質を示している点に着目し、両作品の比較を試みる。『失われた時を求めて』において、音楽作品
と女性登場人物は共通した特質を持ち、それが“passante" の比輸を成り立たせている。“passante"
は登場するたびに色彩を変化させ、あたかも別人であるかのように提示される。この色彩の豊穣な変
化は、ボードレールが重視したロマン主義の特徴と重なり合うものである。プルーストにおいては、
主人公の恋人であるアルベルティーヌが各場面において異なった色彩を持つものとして登場し、統一
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的な人物像を持ち得ず、まるで“passante" の集合体であるかのように提示される。以上の特性を踏
まえた上で作中の音楽描写に目を向けると、時間の経過に応じて楽曲の断片が提示され、主人公の記
憶の中に蓄積されていく様子が読み取れる。
作中では、会うたびに姿を変える恋人が、一貫した人物像を持たず、“passante" として時間の中
で集積することにより、『夫われた時を求めて』の時間の「不連続性j という特性を明確に示すことに
なる。そして音楽作品は、各楽節がアルベルティーヌの各時期に対応し、また楽曲理解の困難さが時
間の中での人物理解の困難さに対応するかのように描き出されている。このように音楽は、アルベル
ティーヌの人物像と共通の特質を持つことで、作中の時間のあり方を象徴していると言えるのである。
ネルヴァルは<< Une all馥 du Luxembourg 抄で通り過ぎる少女を描くことで過ぎ去った時間を表現し
ていたが、プルーストは“passante" と音楽の主題と関連させることで時間の不連続性を表現し、そ
の特質を音楽と関連させることによって示すという、独自の手法を確立させたのだ。
これに加え、プルーストの芸術理解が反映した《七重奏曲》の場面では、音楽描写に色彩の表現が
用いられると同時に、“passante" と同じ特性を持つ「未知の女J という比輸が用いられている。作
中において“passante" は、ロマン主義的な特徴である豊穣な色彩を伴った存在であった。この特性
により、音楽作品を描写する際の「未知の女j の比輸は、楽曲内に反映する芸術家の内的世界の豊穣
な色彩美を示す役割をも担う。以上のように、『失われた時を求めて』における“passante" の主題
は、ネルヴ、アルとボードレールの影響を多角的に反映しながらも、音楽作品と密接な関連の下に描か
れることにより、作中の時間の不連続性という特質や、色彩を重視する芸術のあり方といった重要主
題を明確に示す機能を持つのである。
第六章:ブルーストの芸術観におけるロマン主義的美学の位置づけとその展開一一、assante" の主
題における「見えないもの」の関わりをめぐって一一
ボードレールとネルヴァルの影響を考慮すると、①ダイナミズムへの関心、②接近不可能なものの
志向、③感覚を中心とする主観性の重視、という三点をブルーストのロマン主義的特性として指摘す
ることができる。その一方で、ボードレールとネルヴァルに共通して見られる異世界や超自然的なも
のを志向する態度については、プルーストはそれほど重視していない。ロマン主義においては、大自
然などの光景や、圧倒的に際立った美は、崇高なものとして捉えられ、見るものに畏怖を感じさせる。
ボードレールとネルヴァルの作品においては、崇高性を感じさせるものを前にした時に、知覚が中断
され、超自然的なものの想像が展開される、という事例が多い。
他方のプルースト作品においては、奇跡的な光景を目にしてもすぐさま超自然的なものの想像がな
されることはなく、それをつぶさに観察し描写することに関心が向けられる。作中において、主人公
は自身が触れることができず、ダイナミズムに溢れている光景を見ることにより、事物を隔てる境界
線を見出すことなく、あたかも異質なもの同士が柔軟に一体化しているかのように捉えるのである。
この一体化は、見る者の明確な判断が下される以前の瞬間的な出来事であり、事物は新たなものへと
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絶え間なく変化を繰り返す。そしてこの事例は“passante" の主題に明確に見て取ることができる。
“passante" はロマン主義的美学の影響下にあり、ダイナミズムに満ち溢れ、接近不可能な存在であ
った。主人公は距離を取りながら絶えず動き続ける“passante" を眺めているため、各個人を区分す
る境界線を見出せず、本来は固体であるはずの少女集団がまるで液体であるかのように一体化して見
えてしまうのである。
このように、ダイナミズム、接近不可能性、感覚の重視が、作中における一体化の条件となってい
る。この一体化は、事物が明確な形を取る前の原初的な未分化状態と重なるものであり、天地創造時
の“tohu-bohu" (混沌)のイメージが関係していると考えられる。そして作中のレミニッサンスや「印
象」の場面での感覚描写を分析すると、この“tohu-bohu" の美学が“passante" だけではなく、プ
ノレーストの芸術観の根幹に関わっていることが理解できる。
従って、『失われた時を求めて』においては、超自然的なもののイメージが眼前の事物の神秘性を高
めるのではなく、触れ得ぬものに対する想像が視覚像に重ねられることによって、独特な美的光景が
生み出されるのだと言える。この点に、ロマン主義的美学の影響を受け、ダイナミズムと接近不可能
性を重視しつつ、自身の感覚の作用に基づいた新たな美学の提示を試みたフ。ルーストの独自性が指摘
できるだろう。ボードレール、ネルヴアルらのロマン主義的美学では、人間的環境の彼岸にある永遠
の世界への憧れが見て取れた。他方、プルーストにおいては、感覚に基づいて形成される“tohu-bohu"
が無限の変化の母体となり、見る者に束の間だけ永遠性を感じさせる。ゆえに、このレミニッサンス
や I~n象j を題材とすることにより、“tohu-bohu" を芸術作品として形象化することで、有限の世界
の中に永遠性を作り出すことが重要となるのである。
以上のようにブルーストは、ロマン主義文学の影響を受けつつも、感覚の作用を精微に分析するこ
とで、超越的なものを志向する態度を脱し、人間の中に永遠性に至る可能性を見出したのである。こ
のことから『夫われた時を求めて』を、ロマン主義の系譜にありながらも、感覚を基盤とする新たな
美学を創出した作品として、改めて文学史上に位置づけることができるだろう。
結論
『失われた時を求めて』におけるプルーストの芸術観は、ボードレールとネルヴァルを通じてのロ
マン主義的美学の影響を深化・発展させた結果であると言えるだろう。そして“passante" は、ボー
ドレールとネルヴァルの影響をもっとも明確に反映するモティーフである。本論で検討したとおり、
『失われた時を求めて』の“passante" は、ボードレールやネルヴァルの諸作品に通じる特性を併せ
持った主題として、作中に何度も提示されている。その上で“passante" は“tohu-bohu" の美学を
反映しており、ロマン主義的美学に基づいたプルーストの芸術観の発展を象徴する主題でもあるのだ。
以上のように、『失われた時を求めて』における“passante" の主題は、<<A une passante ))や『シル
ヴィ』といった過去の作品との繋がりを感じさせると同時に、接近不可能なもののダイナミズムと、
感覚が作り出す奇跡的な美しさを伴いつつ、“tohu-bohu" の美学を反映するものでもあり、ロマン主
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義を通過したプルーストの芸術観の独自性を作品全般にわたって繰り返し提示する役割を担っている
のである。
論文審査の結果の要旨
本論文は、 2 0 世紀フランスの作家マルセル・ブルーストの大作『失われた時を求めて』に見られ
る“passante" (通りすがりの女)という主題に着目し、そこに潜む創作上の諸要素を析出することに
よって、プノレーストの創作過程に新たな光を当てることを目的としている。
この“passante" の主題については、すでに 1 9 世紀フランスの詩人ボードレールの詩篇“A une 
passante" I通りすがりの女に」との関連について種々指摘が為されているが、本論文は、それらの先
行研究を手堅く踏まえた上で、ボードレールだ、けではなく、同じく 1 9 世紀フランスの作家ネルヴァ
ルにも共通の要素が見られることに着目し、その背後にあるロマン主義的美学を抽出して、それとプ
ノレースト作品との対比を行うことにより、ロマン主義作品の読者としてのプルースト像を丹念に論証
し、従来のプルースト観を大幅に刷新しようとする野心的な試みでもある。
プルーストにおけるロマン主義の受容そのものについては、従来「ロマン派的な普遍的統一性」へ
の志向が指摘されているが、本論文は、そのような「統一性j にいたる以前の、プルーストにおける
感覚を通した内面の探求に着目して、プルースト独自の美学を明らかにした点に新たな知見が見いだ
される。
全体は二部六章構成であり、第一部(第一章一第三章)では、“passante" に関して従来の研究では
もっぱら「未知」という側面(見えない要素)に力点が置かれていたのに対して、「見る」という行為
に焦点を当てつつ、ボードレールの「永遠」の主題とプルーストの「レミニッサンス j 及び I j::D 象」
のメカニズム、ネルヴァルの「夢j の主題とプルーストの「想像力 j の問題等の比較検討を行い、そ
の背後に潜む美的根拠を析出する。
第二部(第四章一第六章)では、ネルヴ、アルとボードレールを通じて受容された美学が、プルース
トにおいてどのように変容し発展したかを、プルーストの反知性主義的態度に焦点を当てて、とくに
音楽の比輸と感覚描写、視覚と他の感覚の相互作用に基づく想像力の展開という視点から考察する。
結論として、プルーストの“passante" の主題は、ボードレーノレとネルヴァルに見られるロマン主
義的美学の影響を強く受けていると同時に、それを深化、発展させて、独自の「創造以前の混沌
tohu-bohu を基調とした美学」を成立させたという斬新な見解を提示しており、プルースト研究に新
たな一歩を示す独創的な論文として、極めて高く評価できるものである。
明快な図式化によって説得的な議論が展開される中で、対象とするテクストの複雑さがやや捨象さ
れるかに見えなくもないが、総じて、プルーストの膨大なテクストの撤密な読み込みはもちろんのこ
と、二人の詩人の作品についても本格的な読解を進め、各詩人の作品論とも言いうる優れた論述にな
っており、ボードレールの位置づけという課題も含めて、今後の発展が大いに期待される。また、分
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析に際しては、音楽、絵画等、テーマごとの先行研究を丹念に渉猟して、説得力のある論考を意欲的
に展開している。
以上のとおり、本論文は、自立して研究活動を行うに十分な高度な研究能力と学識を有することを
示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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